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2 木村(2013b)はパエーゼ内産とパエーゼ外産の食品・料理品目に対して消費者が異なる価値を
見出していることを明らかにした。 
3 オリーブオイルはヴァージン(olio extravergine di oliva)、精製(olio di olive rettificato)、およ




写真 1 計量 
 
2013 年 11 月 23 日筆者撮影 
第 2 は洗浄である。水をはったプールのような容器の中で洗浄する。汚れを落とすだけ
ではなくオリーブについた小さな枝や葉が外される。 
写真 2 洗浄 
 
2013 年 11 月 23 日筆者撮影 
 第 3 はすり潰しである。ステンレス製の大きな臼に運ばれたオリーブは直径 1.5 メートル
ほどの大きな御影石 2 輪によってすり潰される。種もそのまま潰していく。 
写真 3 すり潰し 
 










写真 4 搾りたてのオリーブオイル 
 





アのオリーブオイルの年間消費量を日本のそれと比較すると、1990 年は日本 4,000 トンに
対してイタリア 540,000 と 135 倍であった。2013 年は日本 51,000 トンに対してイタリア
600,000 トンと 11.7 倍であった。2001 年から 2006 年の平均年間消費量は日本 31,100 ト
ンに対してイタリア 784,700 トンと 25.2 倍で、2007 年から 2012 年の平均年間消費量は日
本 38,200 トンに対してイタリア 658,500 トンと 17.2 倍であった。2011 年の 1 人あたりの
年間消費量は、日本の 270 グラムに対してイタリアは 12 キロであった(Consorzio di 
Garanzia dell'Olio Extra Vergine di Oliva di Qualità, November 20135; Istitute of 
Services for the Agricultural and Food Market International Olive Oil Council6)。イタリ
ア人は 1 ヵ月におよそ 1 キロのオリーブオイルを消費していることになる。 
イタリアの消費者にとってオリーブオイルには 3 つの価値があると考えられる。第 1 に、
価値を生理的な機能や発達に役立つから好ましいといった栄養学的見方で説明できる
(Lupton1996)。オリーブオイルには広く認められた栄養面での価値がある。UNESCO の無
                                                  
4 2 位はスペイン(2007 年から 2012 年の平均 543,400 トン)、3 位はアメリカ合衆国(2007 年か
ら 2012 年の平均 271,300 トン)、4 位はギリシャ(2007 年から 2012 年の平均 224,800 トン)であ













































































2013 年 11 月から 2014 年 1 月にかけてのべ 28 日間、イタリアにおいて 6 家族の家に宿
泊し、食の参与観察とインタビューを実施した。滞在期間は 1 家族あたり最短で 1 泊 2 日、
最長で 14 泊 15 日である。それぞれの調査の概要は次のとおりである。 
 
表 1 調査概要 
 家
族 































2013年 12月 24日～2013年 12月 27日 
調査
6 
F家 母親(78)、長女(45) トスカーナ州 2013 年 12 月 27 日～2014 年 1月 10 日 
 
【調査 1】 
2013 年 11 月 23 日と 24 日にヴェネト州ヴェローナ県ソアーヴェ地方のモンテフォルテ・
ダルポーネ(Monteforte d'Alpone)の農家 A 家を訪ねた。A 家は 2 階建ての 1 戸建てに 3 世
代で生活している。1 階で生活しているのは祖父母である。祖父は 87 歳で耳も目も足も達
者でいまでも畑に出て仕事をしている。祖母は 78 歳で専業主婦である。彼らには長男と長




る。母親は 50 歳で食品加工会社にパート勤務している。長男は 30 歳で父親の農業を継い







2013 年 11 月 26 日から 28 日までの 3 日間、トスカーナ州チェーチナにおいて B 家を訪
問した
9
。B 家は 4 人家族である。53 歳の父親は税理士である。53 歳の母親は不動産業者
で働いている。24 歳の長男は 2013 年 10月に大学院を修了し実家に戻り就職活動中である。
23 歳の次男は大学生でピエモンテ州トリノの大学に在籍している。普段は夫婦 2 人が暮ら




2013 年 12 月 19 日と 20 日の 2 日間、エミリア=ロマーニャ州パルマにおいて C 家に滞





 2013 年 12 月 20 日と 21 日の 2 日間、エミリア=ロマーニャ州レッジョ・エミリアにおい
て D 家に滞在した。D 家は母子家庭である。55 歳の母親は大学教員として働き、普段はレ
ッジョ・エミリアの自宅に 1 人で暮らしている。24 歳の長女は大学院生で普段は大学のあ
る V 市のシェアハウスで暮らしている。 
 
【調査 5】 
2013 年 12 月 24 日から 12 月 27 日までの 4 日間、アブルッツォ州ペスカーラの E 家族
の家に滞在し、参与観察とインタビューを実施した。E 家は 3 人家族である。長女は 25 歳
で大学院 3 年生である。18 歳から親元を離れ V 市で暮らしている。帰省するのはパスクワ
休暇、夏休み、およびクリスマス休暇の年 3 回である。父親は 71 歳である。定年まで配管
業に勤務し退職後は自宅で多くの時間を過ごしている。母親は 62 歳である。X 家は E 家長
女の伯母の家族である。伯母(E 家母親の姉)は 73 歳である。伯父は 84 歳である。住まいは
ペスカーラのチェントロ(centro:中心街・繁華街)にあるが、丘の上にヴィッラ(villa:屋敷・
邸宅)を所有し、Family Gathering の際に利用する。B 夫婦には 2 人の子どもがいて、それ
ぞれ結婚し子どもをもうけている。長女(E 家長女にとって従姉)は 52 歳である。夫はポー
ランド出身で 25 年前の結婚を機にイタリアに移住した。Y 家の長男は 19 歳の大学生で、
長女は 16 歳の高校生である。X 夫婦の長男(E 家長女にとって従兄)は 49 歳である。妻はヴ
ェネト州ヴェローナ出身である。Z 家の長女ジャダは 4 歳である。 
Family Gathering の機会は 3 回あった。第 1 は 12 月 24 日のクリスマスイブの夕食の集
まりである。クリスマスイブの晩餐が行われたのは X 家のヴィッラであった。食事を作っ
                                                  




たのは X 家の妻(E 家長女の伯母)である。第 2 は 12 月 25 日のクリスマスの昼食の集まり
である。晩餐が行われたのはホテルである。E 家長女の両親が 26 年前に結婚式を挙げたホ
テルである。父親は定年退職するまでホテルの隣にある会社に勤め、昼食は毎日このホテ
ルで食べていた常連客で従業員とは顔見知りである。2012 年の 7 月には Y 家長男の 18 歳
の誕生日パーティを開催した。クリスマスの Family Gathering は毎年ここで開催している。
Z 家は子どもが 4 歳でまだ小さいことからこの集まりには参加せず 24 日と 26 日の集まり
にのみ参加した。第 3 は 12 月 26 日に開催された E 家長女の母親の誕生日会である。チェ
ントロのカジュアルなピッツェリア(pizzeria:ピッツァ専門店)に集まったのは拡張家族5家
族、および筆者を含む友人 5 名の合計 20 名である。 
 
表 2 調査 5 の E 家の Family Gathering 
機 会 開催日 場 所 参加者数およびメンバー 
クリスマス 
イブ 
2013 年 12 月 24 日 X 家の屋敷 
14 名(E 家 3 名、X家 2名、Y家 4 名、Z家
3 名、知人 1 名、筆者) 
クリスマス 2013 年 12 月 25 日 ホテル 10 名(E 家 3 名、X家 2 名、Y家 4名、筆者) 
誕生日会 2013 年 12 月 26 日 ピッツェリア 
20 名(E 家 3 名、X家 2名、Y家 4 名、Z家
3 名、W家 3名、知人 4名、筆者) 
 
【調査 6】 
 2013 年 12 月 27 日から 2014 年 1 月 10 日までの 15 日間、トスカーナ州モンテカティー
ニ・テルメの F 家に滞在した。家族構成は母親と娘である。78 歳の母親はモンテカティー






 4 人家族の A 家は父親の両親が同じ建物に住む 2 世帯住居であるものの、普段の食事は
別々に摂る。理由を尋ねると「私の家族はこの 4 人だから」と父親は答えた。毎日曜日に








写真 5 拡張家族との食事の準備 
 


























                                                  










。2013 年 11 月 25 日に F 家の長女とパッセジャータしていた
とき、長女の知人に出会うことはなかったが、そこかしこで知り合いと出くわして立ち話





写真 6 メルカートで伯父と出くわす 
 
2013 年 11 月 26 日筆者撮影 





写真 7 メルカートで知人と出くわす 
 
2014 年 1 月 9 日筆者撮影 




























けではなかった。E 家の長女(24 歳)、Y 家の長男(19 歳)および長女(16 歳)の若者 3 人は伯







写真 8 Family Gathering で食卓を囲む 
 





り老人の世話などが挙げられている。トスカーナの F 家は普段は 78 歳の母親が１人暮らし
している。長女が実家の母親の元に帰るのは１ヶ月に１回程度でありその滞在日数も 1 泊
や 2 泊と短い。高齢の母親の安否を気遣って長女は毎日のように電話をかけているが、そ






写真 9 セーフティネットとしてのパン配達 
 































 筆者は 2013 年 1 月に C 家の妻によってウンベルト・ズィッツァ氏がカザーロ(casaro:チ
ーズ職人)として働くパルミジャーノ・レッジャーノ工房を紹介された12。12 月 19 日と 20















写真 10 祖母のレシピ:サルサ・ヴェルデ 
 
2013 年 11 月 20 日筆者撮影 
 身近な知人や家族が食実践の背景に存在するだけではない。地元の生産者も社会関係と











 F 家の庭には直径 60 センチほどの大きな植木鉢が置かれ高さ 1 メートル半ほどのレモン
の木が植えられている。12 月 31 日に隣人が熟したレモンを両手に持てるだけ持って F 家
の勝手口を訪ねてきた。隣人が帰った後、長女は筆者に隣人はレモンの木を 6 鉢ほど所有











写真 11 隣人が育てたレモン 
 








は母親も長女も食べ始めると止まらない様子である。筆者が F 家を訪ねたときには 500 グ
ラム入りの袋が 3 つあったが、筆者が滞在中 2 人は毎日必ず食後に食し、滞在が終わる 2
日前には食べつくしていた。12 月 30 日には Rinati 社を訪ねることになった。従業員に工
場ラインを説明してもらっただけではなく、2 代目社長の伯父と 3 代目の娘たちに会い 1
時間ほど話をしていた。好物の菓子にかかわる食実践によって幼いころに世話になりいま
でも親しくつきあっている親戚との社会関係が語られる。 
写真 12 親戚の菓子:ブリジリーニ 
 















ェがあるヴェローナ県の郷土料理である。11 月 24 日の昼食に祖母が固くなったパンをパン
粉にするところから作りだした。長女になぜペアラが好きかと聞いたところ「理由は分か
らないが小さなころからずっと好きだった」と述べた。 








写真 13 祖母の出身地の郷土料理:テスタローリ 
 

























写真 14 パルマ地方のパスタ:グラッチュジャータ 
 













                                                  
15 たとえば、F 家の 2014 年 1 月 9 日の夕食は目玉焼きとカルチョーフィ(carciofi:チョウセンア
ザミ)とパンであった。 




写真 15 レッジョ・エミリア地方の郷土料理:パッサテッリ 
 
2013 年 12 月 20 日筆者撮影 
アブルッツォ州のペスカーラの人々はクリスマスにカジョネッティ(caggionetti:揚げ菓
子) という菓子を食べる。小麦粉の生地に詰め物をして揚げた菓子である。詰め物は 2 種類
ある。1 つはアブルッツォの DOC ワインに使われるブドウのモンテプルチアーノのスクル
ッキァータ(scrucchiata:ブドウ果汁を煮詰めたもの)が詰められる。E 家の長女はカジョネ
ッティが大好物だと述べた。クリスマスにしか食べられないという希少性もあるが、中に
詰められているのがアブルッツォ特産のブドウであるからだと説明した。12 月 27 日の朝食
に母親が焼いたチャンベローネというケーキとメルカートで購入したカジョネッティの 2
種類が食卓にのぼったが、長女は母親の手作りチャンベローネには手をつけずカジョネッ
ティばかりを 5 つか 6 つ立て続けに頬張っていた。 
写真 16 ペスカーラの郷土菓子:カジョネッティ(写真左下) 
 
2013 年 12 月 27 日筆者撮影 
アブルッツォにおける 12 月 25 日のクリスマスの晩餐のテーブルにのぼった料理品目は
アブルッツォの郷土料理づくしであった。たとえば、プリモはポルペッティーネ(sugo con 
polpettine abruzzese)のスープ、ティンバッロ (timballo Abruzzese)、キタッリーナ
(chitarrina all’Abruzzese)であった。クリスマス特有のメニューであることと、アブルッツ
ォ特有のメニューであることに参加者は喜んでいた。 







(Bistecca alla Fiorentina:フィレンツェ風 T ボーンステーキ)として使われる牛肉である。






どの特別な日に F 家で郷土が誇るステーキにありつけることを楽しみにしている。 
写真 17 トスカーナの名物料理:ビステッカ・アッラ・フィオレンティーナ 
 
2013 年 12 月 31 日筆者撮影 
3.4.オリーブオイル 
6 家族とも、調理の際にほぼすべての料理品目にオリーブオイルを使ったのみならず、食












                                                  
17 F 家の近所の大手量販店エッセルンガでは 1 キロ 19.99 ユーロであったが V 市でキアーナ牛










産地については、6 家族中 2 家族(C 家と D 家)のオリーブオイルはパエーゼ外産であり、
4 家族(A 家、B 家、E 家、F 家)はパエーゼ内産のオリーブオイルである。6 家族の中で 4
家族が地元のオリーブオイルを消費していた。2 家族(A 家と B 家)は自家製であることから
いうまでもなく地元である。2 家族(E 家と F 家)は地元の知り合いのオイルであった。パエ
ーゼ産外のオイルを使うのは C 家と D 家である。C 家はエミリア=ロマーニャ州の隣の州
リグーリアのオイルを購入し、D 家はバジリカタ州に所有する別荘にある畑のオイル、あ
るいはボーイフレンドの実家の畑のオイルである。 





写真 18 当日絞った自家製オリーブオイル 
 
2013 年 11 月 23 日筆者撮影 
 7 年前に B 家の父親が山の中の家を購入して家族で引越ししてからというもの、毎年 10




人や知人に 1 リットル 7 ユーロで販売する。収入は長男と次男の大学の授業料に充てられ
ていたと長男は説明した。B 家にとってオリーブオイルは友人や知人と収穫を通じて社会関
係を強化する手段となり、また生活費の糧となっている。 
                                                  







写真 19 父親が所有する畑のオリーブ収穫 
 











写真 20 父親の知り合いの畑のオリーブオイル 
 
2013 年 12 月 21 日筆者撮影 
E 家の母親はオリーブオイルを郵便局の配達員から購入している。E 家地区に手紙を配達
する郵便局員はオリーブの畑を所有しオリーブオイルを個人的に販売しているのである。







写真 21 E 家に郵便配達する局員のオリーブオイル 
 
出所:2013 年 12 月 26 日筆者撮影 
 2014 年 1 月 3 日の夕方、F 家が以前住んでいた家の隣人が雨の中を搾りたてのオリーブ
オイルを持って訪ねてきた。母親が 30 リットル(5 リットル缶 6 本)を注文したのを配達し
にきたのである。彼には本業があるが畑にオリーブを所有しフラントイオでオリーブオイ
ルを圧搾している。F 家は 2012 年から彼のオリーブオイルを購入するようになった。母親















                                                  








写真 22 元隣人のオリーブオイルを本人に配達してもらう 
 








だわりは品質が保証された地理的表示(Geographical Indications)の DOP(Denominazione 










第 1 に、自家製オイルを贈与したり販売したりすることで(A 家、B 家)社会関係を構築で




元隣人からオリーブオイルを買うようになったのは 2012 年収穫分からである。 
21 オリーブオイルの国際フェアがフリウリ=ヴェネチア=ジュリア州のトリエステで毎年開催さ
れている。2014 年は 3 月 7 日から 3 月 10 日まで開催されるが、国外からの来場者向けのフェ
























本調査で明らかにされた食実践は表 3 のとおりまとめることができる。 
 
















































































テ・ダンポーネ 7,900 人(A 家)、チェーチナ 26,000 人(B 家)、パルマ 18 万人(C 家)、レッ
ジョ・エミリア 16 万人(D 家)、ペスカーラ 12 万人(E 家)、モンテカティーニ・テルメ 2 万
人(F 家)である。2013 年 11 月 26 日に B 家の長男とチェーチナのチェントロでパッセジャ
                                                  
22 自家消費のみならず親戚や知人に分け与えている。 



































。地理的表示保護産品には DOP、IGP、および STG(Specialità 
Tradizionali Garantite:伝統的特産品保証)がある26。各地理的表示保護産品の品質保証協会
                                                  
24 パエーゼと密接に関連する社会関係を息苦しく感じているインフォーマントもいた。A 家の
長女は人口が 7,900 人のコムーネの閉じられた社会を嫌い、住まいは実家であるが中学校を卒業
後は村の外の高校に通い、現在も V 市の大学に通学している。 
25 TRIPS 協定第 22 条第 1 項より。TRIPS 協定とは Agreement on Trade-Related Aspect of 









ているイタリア人は 36%にすぎない(European Commissions 2012)。メルカートに行くと
農水産物を説明するタグに「ノストラーノ(nostrano)」と記されている場合が多い。ノスト
ラーノとは「故郷の、郷土の、地元特産の、自家製の」という意味であり、主観的ではあ









あった。幼い子どもを持つ 30 代から 40 代が両親となる家族は同じ食実践をしているわけ
ではないであろう(木村 2012)。第 2 に、地域差を考慮する必要がある。6 つのパエーゼを
調査対象としたが、ロンバルディア州ミラノやラツィオ州ローマなどの大都市に住む消費
者が農産物や農産加工品の生産者と直接社会関係を結ぶのは難しいと考えられる。第 3 に、
































本研究は科学研究費補助金基盤研究(B)課題番号 23402040 の研究成果の一部である。 
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